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日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感・ 実験手法，学会見聞記，関連学会案内，書評等どの 

  ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さ       
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本 発生生 第 

日本発生生物学会の 会長および運営委員についての 選挙が行われ、 開票の結果、 つ ぎの 

ようになりましたので 御報告申し上げます。 

1 . 会長選挙 

第一次会長選挙結果 (9 月 7 日開票 ) 

投票総数 180 票 ( う ち無効 1 票 ) 

有効票数の過半数 (90 票以上 ) を得た者がいなかったので、 会則により上記 3 名 ( 岡田 益 

吉 、 竹 市 雅俊、 星 元紀 ) を候補者として 第二次選挙を 行うこととした。 

第二次会長選挙結果 (10 月 22 日開票 ) 

投票総数 387 票 ( う ち無効 1 票 ) 

この結果、 会則に基づき 岡田盤古先生が 会長に選出された。 

2, 運営委員選挙結果 (9 月 7 日開票 ) 

投票総数 178 票 ( う ち無効 2 票 ) 

当選者 (50 音順 )  r 相沢 慎一 浅島 誠 一 。 - - 上野 直人 

江口 吾朗 片桐 千明   
，，近藤 芳人   ，嶋田 拓   竹市 雅俊 

ソ固 まりな 申述 薫夫 長浜 嘉孝 

仲村 寿和 西田 宏 記 

次 点 回 寺中川 @  徹 古里 勝利 

上記のように 運営委員として U4 名が選出されました。 

選挙管理委員長 京中川 l 徹 

選挙監理委員 中島 陽子 

同 浜口 幸久 
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長再 

岡 田 益 吉 

一昨年会長に 選出され、 2 年間会長を勤めさせていただきながら、 日本発生生物学会に 

さしたる飛躍ももたらさず、 DGD 発行の新体制など 前会長のお築きになったことの 維持 

に精いっぱいであ ったと、 非力を恥じております。 しかし、 変革期を見事に 乗り越えて下 

さった星編集主幹と 編集委員の皆様方のご 努力、 会員の皆様のご 協力により DGD は一皮 

むけて、 なおかつ順調に 発展しております。 さらに、 この改革が成功したが 陰と 、 浅 農試 

幹事長の好采配、 さらには庶務幹事、 会計幹事をそれぞれ 担当して下さっている 松田良一、 

福井 彰雅両 先生の献身のお 陰で学会運営は、 懸案であ った経済問題も 愁眉を開いて、 一応 

の安定をみておりますことは、 どの様に感謝しましても 十分ではないと 思っております。 

先の選挙の結果、 はからずも私が 会長に再任されたというお 知らせを頂きました。 この 

2 年間、 発生生物学会のような 活発な学会の 会長は、 学問の進歩に 直接携わっている 現役 

の方が適切であ ることを実感して 参りましたので、 よほど努力をして 常に時代の風を 感じ 

るよ う心がけないといけないと 身の引き締まる 思 い でおります。 しかし、 それでもなおか 

つ見当はずれや、 時代遅れが避けられないことは 明らかであ ります。 発生生物学会が 正常 

に運営されるかどうかは、 一にかかって 幹事長、 幹事、 編集主幹、 運営委員、 編集委員の 

皆様のお 力 にかかっております。 何卒よろしくご 助力下さいますようお 願い申しあ げます。 

申し上げるまでもなく、 会員の皆様のご 協力はまず第一に 必要であ ります。 役員、 幹事 

の皆様方、 それに毎年の 大会に際しては、 それぞれの開催校の 皆様方が、 貴重な研究時間 

を 学会運営のために 割いて下さっている 分、 会員の皆様はご 研究の成果を 上げられ、 大会 

を盛り上げ、 DGD の発展に寄与して 下さるよう、 切にお願い申しあ げます。 

平成 9 年 1 月より DGD 編集主幹は星元紀先生から 嶋田 拓 先生にバトンタッチされま 

す 。 無理を承知のお 願いをお受け 入れ下さった 嶋田先生に改めて 御礼申し上げますととも 

に、 発生生物学の 専門誌としての DGD の国際的評価を 益々高めて下さる 2 3 お願い申し 

あ げます。 無論、 これには会員のご 協力が絶対に 必要であ ることを、 くどいようですがも 

う 一度申し上げます。 幸いにして、 DGD 掲載論文が Medline の収録対象となります。 イ 

ンターネット 上での文献探査の 際に DGD に載っている 論文が拾い出される 確率が高くな 

り、 益々、 サーキュレーションも 良くなると期待できます。 どうぞ自信作を DGD にご 投 

稿 下さると共に、 海外の研究仲間にも 宣伝して下さる 2 3 お願い申しあ げます。 

発生生物学会には、 まだ他に重要な 役割があ ると思いますが、 それらについてはほぼ 従 

来の方針を継続するつもりでおります。 主要な点のみを 要約すると、 引き続き日本学術会 

議の動物学研究連絡委員会に 代表を送って、 科学行政上の 意見や要望の 表明、 文部省科学 
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補助金の細目「発生生物学」の 審査員の推薦、 などはそれを 通して行 う 。 また、 社 

団法人日本動物学会とも 引き続き緊密な 連絡を保ち、 学術上、 科学行政上の 間 題 解決で連 

帯する。 さらに、 社団法人日本植物学会を 含む他の学術団体との 連絡も保っ。 また、 国際 

的には国際発生生物学会 (ISD 酎の So ㎡ ety embe でとなって活動する。 

以上、 大体の方針を 申し上げましたが、 最初にも申し 上げました よ うに時代の風を 見失 

っている可能性が 常につきまといまず。 ぜひ学会運営に 関して皆様方のご 意見、 ご 提案を 

頂きたく存じます 0 

編集主幹 て 

嶋 田 柘 

案主幹に代わって 1997 年 1 月から私が DGD 編集主幹を引 継ぐことになり 

ryolo 目 a 時代から通算 38 巻に達し、 星氏 で 6 代にわたる優れた 

に国際 誌 として発展してきた DGD の編集主幹Ⅰ 私には任が重すぎますが、 お引き受けし 

たからには DGD のさらなる発展のため 及ばずながら 微力を尽くしたいと 思っており 

す 。 

発生生物学関連の 多くの国際 誌 が発生の遺伝子レベルでの 解析に関する 話題を主に取り 

上げるようになってきている 現在、 発生学の幅広い 分野の研究成果を 公表できる国際 誌 と 

しての DGD の役割は一段と 重要なものになってきています。 多数の発生生物学関連国際 

誌の競合の中で DGD が一定のステータスを 保つための鍵はこの 辺のあ ると 思 、 います。 そ 

の 意味で、 分子発生学的研究の 成果のみならず、 さまざまな生物の 発生に関する 記載的な 

論文も大切にしたいと 考えてい 

DGD の編集体制としては 3 年前に星編 主幹によって 3 名からなる Associate 

が 発足しましたが、 発生学の各分野からの 投稿に一層迅速かっ 適切に対応できる よう に す 

るため、 Associate 麗 djtor 制度を発展させ、 8 名によって構成される Editor 帝 Ⅱを発足させるこ 

とを検討しています。 この場合も、 混乱を避けるため 論文の投稿先は 編集主幹に限らせて 

いただくことになり す 。 しかし、 編集体制をいくら 変えても学術誌の 値打ちは良質な 論 

文を多数掲載することのみによって 決 ります。 歴代の主幹のご 努力によって 投稿数も安 

定しているようですが、 国内外からさらに 多くの投稿があ ることを願っています。 DGD 

を 皆さんが投稿したくなる 雑誌にするための 方策を編集委員会で 今後も検討を 続け 

尾前主幹の大変な 努力により DGD の論文が edline に収録されることになったことは 大 

変 嬉しいニュースです。 昼前主幹はカラ 一頁の低廉化をめざしても lackwe Ⅱと交渉されて 



きましたが、 これは未解決で 私が引き継ぐことになっています。 例えば、 カラー写真を 電 

子ファイルで 投稿できればもっと 低廉化できるかもしれません。 投稿論文の審査に 要する 

時間の短縮も 大切なことです。 会員の方々に 論文 査読 をお願いするこ とも多いと 居 、 います 

が 、 ぜひ規定の時間内で 対応して下さる よ うご協力をお 願い申しあ げます。 また、 国外か 

らの投稿をさらに 増やすため、 お知り合いの 外国研究者に DGD への投稿を勧めていただ 

ければあ りがたく存じます。 DGD についてご意見やご 希望があ りましたら何でも 結構で 

すから下記にお 願い い たします。 

739  東広島市鏡山 1 一 3 一 1 

広島大学理学部遺伝子科学専攻 嶋田 柘 

電 話 : 0 8 2 4 一 2 4 一 7 4 4 6 

FAX : 0 8 2 4 一 2 4 一 7 4 9 8 

E-mail:‥gdedit@ipc ・ hiroshima-u ， ac ・ jp 

平成 8 年竹戸 27 日 事務局ょり 

先に実施いたしました 会員名簿の追加および 修正作業が一段落しましたので、 その 追 

加 ，修正版をお 送りいたします。 会員の異動に よ る変更に加え、 前回の会員名簿における 

誤 ろ 直の修正などが 予想以上に多くあ りました。 特に記載ミスを 被った方々には、 御 迷惑を 

おかけしましたことをお 詫びいたします。 会員名簿の改訂版を 新たに作ることも 予算上の 

負担になりますので、 追加・修正版をこのサーキュラー 85 号にさし込まさせていただきま 

す。 少々手間がかかりますが、 会員名簿と併用してお 使い下さい。 なお、 さらなる変更等 

ほ つきましては、 事務局ではなく 学会事務センタ 一の日本発生生物学会担当者に 直接、 

書面にてご連絡下さい。 

連絡先 : 〒 113  東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 

財団法人 学会事務センター 

日本発生生物学会担当 係 
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生生物学会 第 

第 3 0 回日本発生生物学会大会は、 1997 年 5 月 27 日～ 29 日に、 つくば大学で 開催されるこ ヒ 

になりました。 皆様のご参加を 心からお待ちしております。 

1  。 期日 : 1997  年 5  月 27  日 ( 火 )  ～ 29  日 ( 木 ) 

    筑波大学大字会館 TEL:0298-53-2035 

干 305  つくば市天王台 1 一 1 一 1 

づ く は センターバスターミナルから、 バスで 10 ～ 20 分、 タクシ一で 5 ～ 10 分 

3 。 参加申込 : 

(1) 同封の参加申込書に 必要事項を記入して、 1997 年 2 月 28 日 ( 金 ) ( 当日消印有効 ) まで 

にお申し込み 下さい。 

305  つくば市天王台 1 一 1 一 1 筑波大字生物科学系 

日本発生生物学会第 3 0 同大会準備委員会 

(3) 大会参加費 : 一般会員 6,000 円、 学生・院生 5,000 円です。 大会参加費は 同封の振込用紙 

を使用して払い 込み、 領収書のコピーを 参加申込書とともにお 送り下さい。 なお、 3 月 1 

日 以降の参加申込みは 当日参加 ヒし 、 参加費は一律 7,000 円です。 

(4) 懇親会を大会 2 日目 5 月 28 日に行います。 参加をご希望の 方は、 懇親会費 5,Ono 円を大会 

参加費に加算して 払い込んで下さい。 場合によっては 当日の受付ができないこともあ りま 

ずので、 できるだけ大会参加申込 ヒ いっしょにお 申し込み下さい。 

(5) 同封の受 取 書の所定 欄 に名前及び必要事項を、 また表に郵便番号、 住所および氏名を 記入 

し、 必ず切手を貼って 下さい。 

(6)  問い合わせ先 : 準備委員会 TE ㌦ 0298-53-4664  ( 漆原 )  、 6649  ( 平林 ) 

FAX:・ 

e-mail:@d402hu(fl)sakura ， cc ・ tsukuba ， ac ， jp 
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(1) 申込期限 :  1997 年 2 月 28 日 ( 金 ) 

(2) 演者は日本発生生物学会会員に 限ります。 

(3) 本大会の研究発表は、 口頭発表とポスター 展示の併用で 行い す 。 発表者はどちらかを 選 

択して申し込んで 下 きい。 ご希望の発表形式を 変更していただくようにお 

るかもしれません。 あ らかじめご了承下さい。 

(4) 研究発表の申込みは、 同封の参加申込書に 必用事項を記入し、 発表要旨とともにお 送り下 

さい。 なお、 連絡用はがきにも 演者名を裏 面に、 その連絡先を 表の宛名 欄 に記入の上、 必 

ず 切手を貼ってお 出し下さい。 連名で発表される 場合には、 演者のみが申し 込んで下さい。 

それ以外の方は、 参加申込書の 所定の に 演者名を記入して 下さい。 

(5) 発表要旨および E 票の原稿は、 写真印刷します。 黒 インクで明瞭に 書いて下さい。 タイプ 

や ワープロの場合には、 濃いめにプリントするように 気をつけて下さい。 図表も印刷でき 

ます。 

(6) 口頭発表 : 発表時間は巧 分 ( 発表 1 2 分、 討論 3 分 ) の予定です。 会場には 3Smm 判 ( 外 

枠 50x50 mm) スライドプロジェクター 1 台を用意します。 スライド枚数は 1 演題に 

つ き 10 枚以内とします。 その他映写機等の 使用をご希望の 方は 、 早めに準備委員会に 

ご相談下さい。 

ポスター展示 : パネルサイズは 横 g0cm  X 縦 180 cm です。 形式は特に定めませんが、 

上部にタイトル。 発表者名。 所属を掲示して 下さい。 押しピン等は 準備委員会で 用意い 

たします。 

5 。 今回はワークショップの 申し込みを受け 付けております。 大会前日と第 1 日 目の夜 (6: ㏄ - 

銃 ㎝ ) に中小の会場を 数重用意してあ ります。 プロジェクターも 用意 い たします。 適当な形式 

で、 ワークショップ 名 、 オーガナイザ 一名、 演者とタイトルをご 連絡下さい。 2 月末日までに 

お申し込み れ ただければ、 プロバラムに 載せることができます。 

6 。 大会準備委員会では、 宿泊のお世話は 致しません。 ただし、 交通および宿泊の 世話をする会 

社からの案内がサーキュラ 一にあ りますので、 ご利用下さい。 
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捺 - ム 

拝啓 皆様には、 ますますご清祥のことと 心よりお 慶び 申し上げます。 
この度、 つく ぱ において日本発生生物学会が 開催されるにあ たり   
皆様 方 のご宿泊のお 世話を筑波大学トラベルサロンが 担当させて 
頂くことになりました。 
皆様のご利用を 心よりお待ち 申し上げています。 敬具 

1 . 宿泊期間 平成 9 年 5 月 26 日 ( 月 ) へ 2 9 日 ( 木 ) 

米 筑波第一ホテルの 朝食 は 、 l00 ㎝別で承ります。 
氷 グランド東雲は、 朝食付の料金です。 

3. お申込ご案内 
1 )  申込書に必要事項をご 記入の上、 下記 死 に郵送または F 似にて 
お申込願います。 

2)  申込締切目 平成 9 年 4 月 2 1 日 ( 月   
3)  申込書を受付し [ 宿泊予約確認 書 ] L 請求書 ] を 
4 月末日頃 郵送いたします。 

4)  ご希望のホテルが 予約出来ないとき、 他のホテルの 手配致します。 
5)  [ 通信連絡 費 ] としてお一人様別途 6 00 円を申し受けます。 

4. お申 後の取 消料は ついて 

  14 日 Ⅰ -  0 挺 8 日商   
7 日 -  20%  2 ロ               宿沖 50% n   宿泊の当日 100%   

求 お客 又は変更をされる 場合、 宿泊代金に順じた 
」 : 舌己 けます。 
    持 を まち l き、 機軸 掛 ， M@ し肘 。 
    ㍾科の蝉は、 F 脱剣 訊と軋鮒 。 肘 W 甜鞄 

城 県つくば市天王台 1-l-1 ( ） 内 

筑波 営菊 ff  担当風況和史 
TEL@ 0298-58-0232@ FAX@ 0298-55-0696 
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勝磨 先 チ 

幹事長 浅 島 誠 @ @ @ Ⅰ 

今年の春、 京都で開かれた 第 29 回発生生物学会 ( 大会委員長 : 佐藤 知行先生 ) 直前の 

5 月 m8 日に、 国 隣 磨 先生がお亡くなりになられました。 圓 先生は日本発生生物学会の 初 

代 と第 3 代の 2 回にわたり会長職にあ り、 日本の発生生物学発展のために 多大な功績を 残 

されました。 そこで日本発生生物学会では、 急きょ、 運営委員会の 議を経て、 特別企画と 

して「国 隣庭先生の追悼の 集い」企画したことは、 既に前回のサーキュラー (N0. 84) 

にお知らせしました。 その後、 当日出席した 人や出席できなかった 人も含めて、 何人かの 

会員の方から、 学会事務局に「サーキュラー」に 追悼のスピーチを 掲載してほしい 旨の連 

絡があ りました。 岡田会長の御了解も 得て、 ここにその時のスピーチを 掲載いたしました。 

当日は中島 陽子さん ( 慶応大 ) が中心になって 世話人、 司会をして下さいました。 私は 

その補佐役をしていたにすぎないのですが、 この機会に私も 圃先生についての 思い出を一 
  
言、 触れてみたいと 思います。 

私は前任校の 横浜市立大学にいた 頃 、 隔年で臨海実習をするために 3 年生の学生を 引率 

して、 三崎の臨海実験所に 行っていました。 週末になるときまって 回 先生が来られており、 

二階の片隅の 部屋で実験していました。 その日も夕方遅く、 二階の部屋に 行ってみると、 

採卵したウニを 顕微鏡でのぞかれていて、 御自分が考えている 細胞分裂の話について、 面 

白さと重要さを 語ってくれました。 当時、 圓 先生は 70 歳はゆうにすぎていたにも 杓 わらず、 

若者のように 情熱をもって 研究に打ち込んでいる 姿は、 研究で悪戦苦闘していた 私にいろ 

いろのことを 教えてくれました。 

安らかなご冥福をお 祈りします。 合掌。 

勝磨先 

米 田 満 樹 

東京都立大学の 圓 勝磨 先生のもとでⅠ 3 年助手 - なしていました、 私、 米田です。 圓 先生の 

仕事の歴史的位置付けを、 急いで用意した 原稿の棒読みによって、 5 分間でいたします。 

圓 先生は、 戦前のアメリカ、 ペンシルヴァニア 大学で大学院生として 勉強し 、 卯の界面 

電位の測定で Ph.D. をとって日本にもどります。 戦争がおこり、 戦争が終わって t0 数年ぶ 
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りに再び渡米し、 友人であ るダニエル・メイジアさんとの 短い共同研究により、 ウ 二卵か 

ら分裂装置を 単離することに 成功します。 この仕事こそが、 圏勝磨 先生の業績を 語るとき、 

いつも引用される 仕事になっています。 憶い出せばこれは、 とてもインパクトの 強かった 

事件で、 単離が可能とわかって 忽ち多くの研究者をまきこみ、 単離の方法も パ イジア・ダ 

ンのオリジナルよりずっとすぐれたものが 数年のうちに 出揃うことになる、 そのような歴 

史的事件でした。 たった 1 篇の論文がこんな 展開を産んだ 当時の事情を 、 私なりにこれか 

ら 推測します。 

渡米される双に 先生が関わっていたのは、 この分裂装置の 実在を、 偏光顕微鏡によって 

生きた卵細胞の 中で検出することでした。 井上信也さんという、 これはもう、 ワークマン 

、 ンップ の カ タマリのような 方が 、 永 いことかけて 自作した偏光顕微鏡を 観察の手段とした 

もので、 紡錘体というものが、 固定のアーテファクトではなしに、 天然に実在する 構造で 

あ ることの証明でした。 

これほどに分裂装置に 入れあ げた 圃 先生の関心は、 歴史を更にさかのぼった 1943 年日本 

での学位論文となった 先生の仕事、 英語でいうと、 Astral cleavage theory が原点になって 

いる、 と私は思います。 星状体の先端が 卵 表層にしっかり 固着していることを 前提にし、 

紡錘体が成長して 伸びることが 機械的にみ m 胞をふたつに 分けるとする 説です。 

つまり、 10 年 以上にわたって 回 先生が、 紡錘体・星状体のコンプレックスの 役割につい 

ての自らの関心を、 論文発表と学会講演とによってこの 世界にかき立ててきた、 その永い 

年月があ って初めて、 分裂装置単離の 論文が歴史的事件になったのだ、 と私は推理しまし 

た。 合流行になっているあ れこれの分野のどれかを 自分の仕事として 選ぶのではなく、 逆 

に 、 「オレのやってることを 流行にするんだよ」としばしば 先生はいっていました。 自ら 

それを実践した 先生だからこそ 言えるセリフだと 思います。 

1950 年代前半の頃 、 圓 先生は分裂装置単離の 成功で有頂天でした。 愉 しい時代はしかし 

数年で終わってしまいます。 1955 年秋、 動物学会福岡大会で、 当時まだ 30 才にもならぬ 平 

不 幸男さんが、 マイクロピペットで 紡錘体を卵から 抜いてしまい、 しかしそれでも 分裂 溝 

が立派にできることを 見せつけてしまったからです。 研究者たちの 関心はそれ以後卵の 予 

定分裂 溝 に収縮構造を 探し求める方向に 向かい、 1968 年、 卵 表層赤道面にマイクロフィラ 

メントの束が 電 顕で 示されたとき、 圓 セオリ一のことは 大方の人々の 念頭から去っていま 

した。 

とはいえ、 自説がつぶれるのを 目の前にして 先生は 、 特にそれにこだわったり 悲しがっ 

たり、 といった風情ではなかったように 思います。 自分が火付け 役となっておこした 派手 

な話題をキッカケにして、 この方面の研究が 盛んになったことの 方を先生はむしろ 快く思 

っていたのではないかと、 これも私の推理です。 

国 セオリーは、 分裂装置のオリエンテイションと 分裂 溝 形成部 域 との間の 、 ぬ きさしな 

らぬ空間的位置関係を 卵 ネ m 胞に要求します。 それは、 19 世紀に出た へ ルトウィヒの 法則の 
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非情なまでの 貫徹です。 そしてこの位置関係のへルトゥ ィヒ 神話は、 つぶれた 国 セオリー 

を乗り越えて 生き延びたばかりか、 今や全く確かな 経験的規則として 学界に定着し 

細胞質分裂の 機構に関わって 今も未解決の 問題は 、 即ち核から表層へのシバナルの 伝達の 

問題です。 シグナルの解明こそが へ ルトウィヒの 法則の最終的説明を 与えてくれる 筈です。 

60 才を超えて 回 先生は、 この研究分野の 主流から外れて 行きます。 東京都立大学の 総長に 

までなってしまい、 大学紛争を生き 抜いた 8 年の間に、 先生はその守備範囲を 不等分裂の 

研究に限定して、 これを先生の 晩年の牙城としました。 83 オ になる先生が 単 著で 発表され 

たオリジナル 論文、 DGD の 1987 年秋の論文ですが、 これも、 不等分裂をひきおこすべき 

卵 表層部域を扱ったものです。 

国 先生の死去が 伝えられた他ならぬこの 大会で、 東工大の西田研 と 西方敬人さんとによ 

って 、 ホヤ胚での不等分裂を 導く細胞内小器官の 存在があ ざやかに示されたのは、 偶然の 

と と はいえ因縁わいたものを 私に感じさせ、 何かなぐさめの 気分を覚えさせるものであ 

細胞 見 

岡 田 節 人 ( 生命 誌 研究 館 ) 

奇妙なことだが、 1950 年代においても、 なお「細胞」という 語は、 発生学に登場するの 

は 限られた対象においてだけだった。 たかだか 1 一 2 回の分割が起こる 初期 胚 とか、 或い 

は細胞が 1 個 1 個ばらばらに 存在している 血液 mm 胞の発生といった 局面でしか登場しな 

い。 

団勝磨は " 細胞発生学 Cyto-embryology" なる 学 流を創設し、 2 分割 期 までの研究のあ り 

ょうを、 胞胚 期 にまで拡大した。 この研究の方向は、 研究の対象としては 団のそれと、 全 

く 交叉することのなかった 私に 、 実に強いインパクトを 与えたものとなった。 私の関心は 、 

もっぱらに細胞の 集団としての 発生変化にあ り、 初期胚を調べることは 最後までなかった。 

また、 団の、 それこそ愛情こめて 扱ってきた海産動物は 、 私にとって研究の 相手としては 

無縁のものだ。 しかし、 Cytoembryo@oey のインパクトは 強烈だった。 

このインパクトなしには、 組織培養 一 ここで初めて 集団のなかの 細胞の姿は細胞として 

見えてくる一と 本格的に取り 組むことはなかったろう。 このインパクトのもとで、 細胞間 

の接着のテーマも 私にとって登場した。 これが、 カドヘリンの 発見へとつながり、 他面 雅 

俊の努力によって、 大輪の花を咲かぜることともなった。 細胞の分化の fIexih Ⅲ ty を、 細胞 

培養で証明しようとした 試みも、 このインパクトのもとで 始まり、 江 ログループの 研究へ 
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とつながる。 

私の細胞接着についての 論文は 958 年に Exptl ・ Ce Ⅱ Res. に発表されたニワトリ 胚の軟骨 

mm 胞を扱ったもの ) について、 発表の直後に 団から素晴らしい 賛辞を頂き、 それが私を強 

くカ づけたことも 忘れることはできない。 つまり、 団は 、 ウニの大先生であ るだけでなく   

幅広く発生に 細胞を発見できた 大 パイオニア一であ った。 

先 

酒 井   

本来ならば、 このような場に 私などが出て 来るなどとんでもないのですが、 まりなさん 

のご依頼でもあ りますし、 圓 先生の最も ビ リッカ ス の弟子として、 現況を先生にご 報告す 

るつもりで、 " 私の中の国先生 " について話させていただくことにいたしました。 

私が国先生のお 名前を初めて 知ったのは、 先生が「分裂装置」の 話を、 たしか「自然」 

という雑誌にお 書きになったものを、 小さな古本屋の 店先で見つけた 時でした。 それから 

2 、 3 年して、 今は亡き久米先生に「大学院に 行くなら、 都立の国さんの 所はどう ? 厳し 

いし、 ロの 悪い人だけどね」と、 推薦されたのが 国 先生のもとで 学ぶきっかけとなりまし 

たし O 

厳しい怖い先生と 聞いていましたが、 大学院に入れていただいた、 すぐ 2 、 3 日後、 圓 

先生が、 都立大猷近くの 小さな喫茶店に 連れていってくださり、 ケーキとコーヒーを 御馳 

産 してくださいました。 そこで、 「メダカの分裂装置を 採ってみないか」とおっしやった 

のが、 最初のテーマになりました。 でも、 そのためには、 メダカの硬い 卵殻を覚し、 卵を 

裸にしなければなりません。 そこで、 卵殻を覚すことから 始めました。 そしたら、 分裂 装 

置 はうまく採れないうちに、 二極分化の方が 面白くなって、 せっかく分裂の 大先生につい 

たのに分裂の 仕事をしないでしまいました。 

その時、 圃 先生は、 「 君   ね、 二極分化は誰でも 興味があ るけど、 どうしたら良いか 分か 

らないから、 誰もやらないんだよ。 僕も教えられないよ。 メダカに聞くしかないね」と、 

おっしゃって、 いくら モタモタ していても辛抱強く 黙って見ておられました。 私にとって 

は、 厳しいというよりやさしい 先生でした。 それで、 今は亡き岡崎さんが、 「先生は、 と 

うとう " お 爺さん " になってしまわれた」と、 嘆いておられたのを 今でも思い出します。 

でも、 私の机が、 先生のお部屋との 堺の、 ドアのすぐ側にあ りましたので、 先輩 万は 、 

論文をなおしてもらったり、 仕事のディスカッションに 先生のお部屋に 行かれると、 時に 

「幼稚園からやり 直してこい」というお 声が聞こえたり、 皆さん入って 行かれるときとは 
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打って 変 ・わった厳しい 表情で出て来られましたので、 先生の厳しさも 実感したものです。 

こんな体験やゼミでの 先生の容赦ないクレーム や， 怖いまでのストレートな 批評等から思う 

のですが、 国 先生も 、 初めは「自ら 自然に切り込む」意気込みを 示しておられたように 感 

じられますが、 段々に「自然と 対話ずる」という 姿勢に変わられたのではないでしょうが。 

この先生の哲学の 変化は 、 「ウニと詰る」の 本の中からも 窺うことが出来るように 思いま 

す。 

先生は、 また、 細々した直接指導はなさらない 方でした。 放任とも見えるほどに、 それ 

ぞれの人が自分なりの 道を見つけるのをじっと 待っておられました。 「矢口りたかったら、 

僕に聞いても 駄目だよ」、 「本を読んだって   駄目なんだよ」、 「メダカに聞くしかないんだよ」 

とよくおっしゃっていました。 この先生のお 言葉、 「メダカに聞け」、 「ウニに聞け」は、 

先生の自然に 対する哲学からの 教えだったと 思います。 圓 先生のご逝去で「一つの 時代が 

終わった」とよく 言われまず。 しかし、 研究する者の 原点とも言えるこの 教えは、 時代が 

移り変わり、 研究環境や研究方法が 大きく変わっても、 多くの弟子たちの 中に、 様々な形 

で 生き続けています。 

先生は、 また、 " 型 " にはまった考え 方がお嫌いで、 ご自分でもなさいまぜんでした。 

そして、 いわゆる正規のコースを 踏んでいない 方々の面倒を 良く見られ、 息の長い指導を 

しておられました。 私が、 アメリカで、 ， 。 襄 ， 性 腎炎でドクターストップがかかり、 仕事を完 

全に止めてしまった 時も 、 黙って見守ってくださいました。 先生が一生懸命やってくださ 

って送り出してくださったのに   。 結局一番 油 のの る 30 代 1Q 年間を " 休眠 " してしまし 
ましたが、 そのあ と、 「また少しずつ 仕事を始めたいのですが 一 」と、 お話したときも、 

「 君 ね、 一度仕事を止めてしまったら、 元に戻るのにはその 2 倍の年月がかかるからね。 

10 年休眠したら、 20 年はかかるよ。 でも、 君は怠け者だから、 大丈夫だね。 」と、 おっし 

ゃいました。 このお言葉で、 とても気が楽になって、 マイペースでやることが 出来ました。 

ジーン先生のおかげでお 茶大の研究 上 においていただいて、 週 1 回から始めましたが、 幸 

いにして、 現在の職を得ることが 出来ました。 古い位相差顕微鏡がたった 1 台ぽつんと置 

いてあ るだけの、 文字通り、 何もない研究室でしたが、 少しづつ、 少しづつ、 仕事が出来 

るようになりました。 そして、 今年で、 丁度 20 年が経ちました。 「 圃 先生、 やっと、 私は 

休眠双に戻りました」。 

しかし、 私が休眠していた f60 年代後半から 70 年代は、 発生生物学にとっても 大きな変革 

期 にあ たりましたので、 休眠から覚めた 私は、 まさに浦島太郎、 いや、 浦島太郎子でした。 

圓 先生 ! 仝、 白髪の混じった 浦島太郎子は、 遅ればせながら、 講義や会議の 合間を縫って、 

少しずつですが 実験に通っています。 

先生が、 用賀のフランシスコヴィラにお 一人で い らした頃 、 時々伺 うと、 必ずご自分で 

コーヒーを入れて 下さいました。 先生のコーヒーがもういただけなくなって、 とても残俳 

です。 大坂のみなさんの 所に移られたときも 寂しくなりましたが、 でも大坂に伺えば、 先 
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生の歯に衣着せぬ 楽しいお話が 聞けました。 もう、 それもかなわなくなってしまいました。 

私の人生の中で、 圓 先生のような、 強 い 個性を持ち、 自由な発想と、 ユニークでバロー 

バル な 考え方をお持ちの 先生のもとで 学ぶことが出来たことを 幸せに思います。 先生のお 

かげで、 私も社会の ワク に捕らわれずに、 自由に、 マイペースで 生きることが 出来ました。 

本当にあ りがとうござい 

改めて先生のご 冥福をお祈りして 終わりとさせていただきます。 

省 田 中 二 ( 三菱化学生命科学研究所 ) 

昨年の春、 その頃 、 回先生はフランシスコヴィラから 豊中市の方へ 移られていましたが、 

東大出版会の 山田武 様よ り一通の手紙を 頂きました。 どうしても確認したい 観察があ るの 

で、 それを引き受けて 貰えなのだろう ； 、 という先生からの 伝言でした。 先生にお電話をす 

ると、 " 今度はいつもと 少し違う話だけれど、 一寸した実験と 観察をやって 貰えるかい ? 

その内、 手紙を書くよ、 時間は十分あ るから。 " とおっしゃられました。 頂いた手紙には 

次のように書かれてました。 ( 全文を紹介します ) 

「山田さんを 通しての電話を 有り難うござ ぃ した。 この話はいつもと 少し違うので、 

説明をします。 そろそろ目が 見えなくなってきたときに、 一人で実験をしたことがあ り 

す 。 その時は結果の 意味が分からなかったので、 ほとんど全部忘れてしまったのです。 と 

ころが、 最近考えてみると、 その結果に意味があ るような気がしてきたのでその 実験を繰 

り返してみたいのです。 その実験の材料が、 バフンウニだったかタコノマクラだったか、 

ひょっとすると、 ホッ キ 貝の卵だったかははっきりしないのです。 

したことは、 受精卵を普通の 電気遠心機にかけ、 一万 9 で回すと卵の 中にみどりにキラ 

キラ光る線できます。 これは遠心力で 集められたニトロ ブ ルシッドの 線 だと思われます。 

遠心を止めてしばらくすると 星状体がでてきます。 その星状体がみどりの 線に触れると、 

みどりの色素が 星状体に拡散してゆきます。 私は永の間、 神谷 宣朗 さんの cyclos 尽の仕事を 

尊敬しでいるのですが、 これまでそれに 似た現象が動物細胞では 報告されていないのです 

にれは私の認識不足かもしれませんが・・・ ) 。 もし両者が同じものならその 意味はなか 

なか深いと思います。 

現在ではこの 二つが同じかどうかを 議論するところまでは、 私の頭の中ではいっていま 

ずこの事実が 繰り返し見られるかどうかを 決めることが 出来たらば、 と思う 

のです。 

一五 4 一 



繰り返しが見られなければ、 この話は無になります。 それを承知で、 どうしてもこの 一 

点を知りたいのです。 

この実験をやって、 写真を撮って 頂けたら幸いです。 この手紙の説明不足の 点はお電話 

を 頂ければ説明を 補足いたします。 

勝手なお願いですが 宜しく。 平成 7 年 3 月 5 日 国   
ほ ついて、 私には知識が 全くあ りませんでしたので、 東工大の浜口先生、 富山 

大の黒田先生に 色々とお尋ねしました。 そして、 東大三崎臨海実験所の 雨宮先生にお 願い 

して バ フンウニ、 タコノマクラを 使わせて頂き、 3 月と 7 月に一連の観察を 行いました。 

残俳ながら、 先生のお手紙に 述べられているような、 美しい現象を 再現することは 出来ま 

せんでした。 ただ、 星状体に沿って 細胞質内の頼 拉 が移動する様子を 記録することが 出来 

たので、 そうした写真と 実験の報告を 先生にお送りしました。 また、 タコノマクラ 受精卵 

に 注入された poIystyIenebeads 、 細胞内 頼 粒は星状体に 沿って移動 (saltatorymovement) する 

ことを報告した 浜口。 平本先生らの 論文別刷りを 同封しました。 

秋の動物学会の 折り、 圃 りなさんから " 先生はサイクローシスについて 何か 、 感じと 

られた よ うであ る。 しかしこれ以上実験を 続けることは 難しそうです。 " と 伺いました。 

私が 圓 先生から教わった 多くのことの 中で、 最も強く心に 焼き付けられていることがあ 

ります。 それは、 20 年以上前、 先生にお会いして 間もない頃 、 先生と m 嶋君江さんと 私の 

三人が、 三崎臨海実験所の 研究室から坂を 上がって宿舎へ 向かっている 途中、 薄暗い中で 

伺った言葉です。 

" 研究は本当にやりたければどんな 境遇にあ ってもそれは 可能なんだ。 忙しいとか、 体 

が 動かないとかの 言い訳は認めない よ 。 僕は 絶対に止めない よ 。 " という内容でした。 

正にお言葉どおり、 90 才を越されてもなお、 先生が研究を 続けらる姿を 拝見させて頂き 

ました。 そのことをここにおいでの 皆さまに是非ともお 伝えしたいと 思います。 

先生から受けた 最も大切な教えであ る、 研究を止めないことを 心に誓いつ つ 、 国 先生の 

ご冥福をお祈りします。 

平成 8 年 11 同 16 日 
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団 ま @ な ( 大阪市大・ 理 ・生物 ) 

「親子で同じ 学会に所属しているケースは、 そりゃ時々あ るだろう。 でも一家から 3 人 

が同じ学会に 入っているというのはきっと 俺たちだけだろう。 」父母と私の 3 人でよくこ 

んなことを 印摂 したものです。 本来なら、 遺族としてこのような 場でお話させていただく 

のは、 あ るいはあ まり適当ではないかも 知れませんが、 この " 数の論理 " に物を云わせて、 

今日は 2 つ だけ父の思い 出を話させていただきまず 0 

父は常から、 「俺は自分の 子供を俺の後取りにしょうなんて 考えない よ 。 そんなことさ 

せられるわけない よ 。 俺 みたいに訳の 判らないことをさせられたら、 君たちが気の 毒だよ。 

と 云っていました。 そして私たち 兄弟姉妹もそう 思って成長しました。 

兄弟の中で、 私一人が生物学の 道を選びました。 自分から選択の 範囲を狭めることはな 

いと、 熟考の末の選択でした。 ドクターコースを 終了し、 オーバードクターも 2 年目に入 

ってしばらくした 頃 でした。 女 として、 研究の道で職を 得ることの巨大な 困難に打ちひし 

がれそうになりながら、 「何も生物学を 研究することだけが 人生ではないのではないか」 

と 思い至りました。 そして、 自分が生物学の 次に興味を持てる 分野は何かと 考え、 あ る計 

画を思い立ちました。 しかし、 父は常日頃 あ あ 云ってはいるけれども、 実は心の底では 別 

の考えを持っているかも 知れないと考え、 実行に移す双に、 父にその計画を 打ち明けまし 

た 。 丁寧に言葉を 選び、 注意深く父の 反応、 をうかがいながら 父は静かに最後まで 私の話に 

耳を傾け、 聴き終わると、 「今日は久しぶりに 若者らしい話を 聞かせてもらったよ。 」と明 

るい声と表情で 喜び、 私の計画の一部に 改良案を出してくれました。 幸いその直後に 現在 

の 大学からポストの 話が舞い込み、 この計画は実行せずに 終わりましたが、 私は父に話し 

て良かったと 心から安堵するとともに、 父の常の言葉が 本心であ ることをはっきりと 確認、 

することができました。 

話は変わりますが、 父が 7cM 代も半ばを過ぎた 頃 ではなかったかと 思います。 私が東京の 

父の部屋を訪ねる 時は 、 よ く 2 人で夜遅くまで、 最近考えていることをあ れこれと報告し 

あ いました。 そんな一晩のことです。 父が ポッン と「俺は学者としては 1.5 流でしかなか 

った 。 でも俺はそれで 良い。 俺が動物学を 始めた頃 は、 日本にはまだ 動物学なんて 何もな 

かったんだ。 掩は後から来るみんなの 礎になったんだから、 それで良い。 」と云いました。 

私はただ「 3 ん」と答えることしかできまぜんでした。 しかしその時、 私は心の中で、 

「この人には 自分が見えている。 この人を父に 持って本当に 良かった。 」と、 ほとんど声に 

ならんばかりに 感じていました。 

終始マイペースを 貰いた父は、 ここにおいでになる 皆様をはじめ、 多くの方に 御 迷惑を 

おかけした事と 思いますが、 そんな多くの 皆様の・温かい 思いに囲まれて 生涯を終える 事が 

でき、 今日もこのような 追悼の会を催していただいた 父は、 本当に幸せ者でした。 本人に 

成り変わりまして、 心からお礼申し 上げます。 
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ぉ知 
託 成茂 動物 

本年度の公益信託 成茂 動物科学振 基金の助成者が 下記の通り決定されました。 

平 本 幸 男 ( 公益信託 成茂 動物科学振興基金運営委員会 委員長 ) 

コし 一一一一口 

公益信託 成茂 動物科学振 基金 平成 8 年度助成者 

助成者氏名 所属機関 助成金 

1 . 水波 誠 

2 。 小林 悟 

3. 加藤容子 

4 。 服田 昌之 

5  。 ブて十 昌弘 @l 頁 

6 。 吉村健二郎 

7. 栃内 所 

8 。 大室 弘 H 

北海道大学 
筑波大学 

近畿大学 

国立遺伝学研究所 

東北大学 

東京大学 

北海道大学 

東京大学 

50 万円 

50 万円 

50 万円 

50 万円 

50 万円 

40 万円 

30 万円 

30 万円 

第 

奨励研究 1 件 

一 - 十一 - 。 1 Ⅰ 牛 

8 名 350 万円 

を 第 23 回日産科学振 財団学術研究助成候補に 推薦いたしました。 
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山田 財団 

恩助 及び 

    本 財団は、 自然科学の基礎的研究に 対して研究費の 援助を致します。 実用指向研究 

は援助の対象としません。 

2. 援助額は 1 件当たり @00 ～ 500 万円、 総額 4,000 万円、 援助総件数は 10 件程度ですが、 

学会からの推薦及び 本 財団関係者からの 個人推薦の中から 選考致します。 

3. 援助金を給与に 充てることは 出来ませんが、 特に財団が指定した 場合を除き、 他の 

使途は自由です。 

4. 援助金の使用期間は、 贈呈した年度及びその 次の年度の計 2 年間とします。 

推薦 方 j 援助金の贈呈 

イ ・ 推薦者 : 奉財団が依頼した 学 ( 協 ) 会の代 選考結果の通知後適時銀行振込にて 贈呈致します。 

表音 

ロ ． 推薦件数 : 1 推薦者ごとに 2 件以内 推薦 書 送付 先 及 び 連絡先 

      推薦手続 : 推薦者は、 以下の書類を 整え、 財団法人 山田科学振興財団 
ご 送付願います。 (YamadaScienceFoundation) 

l . 所定の推薦善用紙又はその 写しに必要 〒 544  大阪市生野区 巽西 l 丁目 8 番 l 号 

事項を記入したもの 4 部 電話 大阪 (06)  757 局 33@@  W 代表 ) 

2. 添付書類 ( 研学 (97) 一 5/7 ぺージ参照 ) 
研究の成果及び 会計の報告 

援助金の受領者には、 後日当財団の 連絡に基づき、 

きには、 同型同大の別紙で 研究経過、 研究成果、 会計について 報告書の提出 

追加して下さい。 及び研究交歓会での 発表をして頂きます。 
ロ ． 代表研究者は、 所属のあ る場合、 当該 所 

属の長から 木 援助の申込をすることにつ 
付 記 

いての承諾を 得て下さい。 
イ ． 援助金の使途を 変更する場合には、 予め 本 

財団の承諾を 得て下さい。 

ロ ． 研究成果を文書によって 発表される際には   

本財団 ( 財団法人 山田科学振興財団   

選考 方 ; 
選考委員会において 選考の上   理事会が 

決定します。 

選考結果の通知 
l 9 9 7 年 7 月末造 に 推薦者及び代表研究 

者等宛て文書にて 通知します。 

Yam]adaScienceFoundation) の援助による 旨 

を 記載し、 韻文の類にあ ってはその別刷   

部 、 また著書の類にあ ってはその 1 部をご   

寄贈 願 います。 

      ご 提出頂きました 推薦書及び添付書類は   

お 返しいたしません。 

会 により締切期日及び 募集方法等が 異なり 

ますから．代表研究者は 応募の際、 各学 ( 協 ) 会にお問合わせ 願います。 

日本天文学会 日本化学会 日本生理学会 日本生物物理学会 

日本物理学会 高分子学会 日本遺伝学会 日本発生生物学会 全 赤 月 初 理 学 日本農芸化学会 日本分子生物学会 日本植物生理学会 

日本金属学会 日本薬学会 日本動物学会 日本植物学会 

日本地震学会 日本生化学会 日本細胞生物学会 日本免疫学会 
地球電磁気・ 地球惑星 圏 学会 
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） 

日時 : 平成 8 年 11 同 19 日 ( 火 )  14 : 00 一 16  : 00 

会場 : 日本学術会議第 4 部会議室 (6 階 ) 

議題 

1 . 報告事項 

(1) 総会諸報告 ( 会長の経過報告、 各委員会報告 ) 
議事 : 

a. 日本学術会議会員の 推薦手続に関する 規則の一部改正 

登録学術研究団体の 会員候補者届出は、 会員の任期満了の 年の 2 月 15 日まで 

に会員推薦管理会に 提出。 

旧規則では 1 月 31 日 まで 

会長が行 う 関連研究連絡委員会の 指定は、 会員の任期満了の 年の 1 月 15 日ま 

でにするものとする。 

@ 日規則では会員の 任期満了の年の 前年の 11 月 3 日まで 

これは登録学術研究団体が 大幅に増加し、 不登録となった 団体には複合領域 

又は境界領域の 分野が多く、 これらの異議申出の 再審査に時間がかかるため 

であ る。 改正事項決定 

b. 資料の紙貨の 劣化についての 対策の要望 

①主要図書館は 一定の統一した 基準をもって 徹底した調査の 実施と結果の 公表 

をすべきであ る。 

②劣化著しい 文書は順次マイクロフィルム 化、 デジタル化すべきであ る。 了承 

c, 著作物再版制度の 存廃問題について ( 要望 ) 

長時間に 亘る 討議の結果了承 

d 。 日本学術会議 50 年央編集準備委員会設置要綱 

平成 11 年 (1999 年 ) 1 月に 50 周年を迎えるに 当り、 年史をまとめる 準備のた 

め 設置。 設置決定 

e. 研究者の養成・ 確保と教育特別委員会報告 ( 提言 ) 

①学術研究の 推進 

②研究者の資質向上 

③研究の場の 確保 

④研究者の処遇の 改善 

⑤研究・教育支援機構の 整備・充実 
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⑥学術の普及啓発 

⑦初等中等教育 

f 。 将来計画委員会 

日本学術会議の 役割 -- 変貌する社会の 中で一一 

総会へ提言し、 自由討議とし、 総会の討議内容を 参照して中間報告をまとめ、 

「学術の動向」になるべく 早く発表し、 研 連や登録学術団体の 他外部の意見 

を 求めたい。 

9. 研究連絡委員会の 見直しについて ( 第一常置委員会よりの 討議資料 ) 第 18 期 

日本学術会議における 部、 研究連絡委員会、 専門委員会の 構成 ( 案 ) 

h. 大学教員の任期 制は ついて。 検討 

B. 動物科学研 連 で平成 7 年 7 月に実施した 動物科学シンポジウム「仝動物学が 面白 

い 」が 2 冊の本となり 本年 9 月に日手選書 No.5 、 N06 として出版されたので 広く知 

らせて欲しい。 購入希望者は 次頁にあ る購入申込書を 使用して下さい。 

C. シンポジウム : 「ガイアリスト 2 Ⅰ」プロジェクトと 分類学の発展 

日時     平成 8 年 9 月 21 日 ( 土 ) 10 :00 一 18     30 

会場     「 かでる 2.7 」 520 研修室 

札幌市中央区北 2 条 西 7 丁目 

日本動物学会、 日本動物分類学会、 日本学術会議動物 研連 共催 

プロバラム 

塚越 智 : 時間軸のあ る分類学一介 彩 生類の多様性を 見る 

遠藤秀紀 : 百姓と武士、 学問と 朕 、 イベントと祭り、 Museum と博物館 

堀口健 雄 : 真核 光合成生物の 多様性一漢学からみたガイアリスト れ 

村上哲 明 : 形態観察だけで 種が正しく認識できるのか 

多田内 修 : 昆虫の種情報データベース 化・ネットワーク 化とその現状 

馬渡 峻輔 : 分類学の現状分析 一 ガイアリスト 21 との関係 
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  動 

( 財 ) 日本学術協力財団あ て、 FAX 又は電話でお 申込みください。 

お申込みをいただきましたら、 当該部数と郵便局振込用紙をご 送付いたしますので、 ご 確 

認の上、 最寄りの郵便局にてお 振込みください。 定価 2,000 円 ( 消費税含む ) のところ 日 

不 発生生物学会会員には 2 割引のⅠ， 600 円プラス 送 M, にてお分けいたします。 

( 財 ) 日本学術協力財団 

〒 106  東京都港区六本木 7 一 22 一 34 

T  E  L  03 円 403 ゴ 788 

F  A  X  03 円 403 ゴ 224 

( 財 ) 日本学術協力財団あ て (FAX で申込みの場合 ) 
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科学技術者 1 0 0 万人集会 

第 6 回 

「 伊 干ョ毛のま 辰 要事と % 斗 " 挙白 あ 乏宥韓干 手筆㍉ 二 ノン づぞ ジウム」 
2 1 世紀へ向かっての 人材 

翰 日 

総 会 

藩 主 

翰 共 

藩 協 

翰 後 

時 : 平成 8 年 1 2 月 2 0 日 ( 金 ) 1 3 : 3 0 ～ 1 7 : 0 0 

場 : 野口英世記俳会館 ( 03-3357-0742)  東京都新宿区大京町 2  6 番地 

催 : 社団法人日本工学会 / 社団法人日本工学教育協会 

催 : 日本工学アカデミーノ 科学技術基本政策研究会 

賛 : 教育関係 1 1 字協会 / 日本工学会加盟 9 1 字 協会 / 学術法人法制定運動賛同 1 9 0 

学 協会 

援 : 科学技術庁 / 文部省 ノ 通商産業省 / 経済 3 団体 

プロバラム一一 
開会の辞 ( 社 ) 日本工学会会長 石川 六郎 

基調講演 「国家目標と 科学技術基本計画」 - 一科学技術創造立国を 目指して一一 

科学技術会議議員 大澤 弘之 

講風 1@  「科学技術創造立国の 初等中等教育」 一一生きる力と 創造への 教 課の在り方一一 

日本学術会議会員。 科学技術教育研究連絡委員会委員長 坂元 昂 

吉 報 「技術資格の 国際調整への 動き」 一 WTO, APEC 等をめぐる各国事情一一 
日本工学教育協会専務理事 原田 耕作 

講樹 2@  「経済大競争時代の 産。 学 協力の在り方」 一一 知識の創造と 技術者の育成   
経済団体連合会副会長。 経済政策委員長 青井 野 一 

講潅衰 (3@  「歴史的転換期に 対応した大学改革」一 - 国民のメッセージとしての 国費投入に応える 

日本工学教育協会会長。 東京大学総長 刮 ll 弘之 

閉会の辞 ( 社 ) 日本工学会副会長 三井 恒夫 

下知 兼 民業 現 会 女 
17:30 ～ 19:30  野口英世記俳会館において 懇親会を開催いたします。 

会費 : 8, 0 0 0 円 ( 当日持参 ) 

参加申込みについて 

参加費     2, 0 0 0 円 ( 懇親会費を除く ) 

参加申込     往復ハガキに 氏名。 勤務先。 同住所。 同電話番号。 所属 学 協会名。 会員番号を明記した 

上，返信ハガキ 表に通信先住所。 氏名を必ずご 記入下さい。 

(FAX でのお申込みは 受付ません ) 

懇親会 : 懇親会参加希望の 方は，その 旨 ハガキに明記して 下さい。 

申込期日     平成 8 年 1 2 月 1 0 日 ( 火 ) 必着 

参加証 : 会場地図を入れた 参加証 ( 返信ハガキ ) をお送り い たしますので ，当日ご持参下さい。 

社団法人 日本工学会 
鼓 1 0 7  東京都港区赤坂 9 一 6 一 4 1  乃木坂ピル 3 階 

SIS 03-3475-4621 FAX 03-3403-1738 
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本 生 

会則は本則・ 付則・選挙細則よりなる。 

本 ⅡⅡⅡⅠ 

第 1  条 不 会は日本発生生物学会 (Japan]ese  Society  of  Debe@opmenta@  Biologists  ' 略称は 

J SDB) という。 

第 2 条 不会は発生生物学の 進歩と普及をはかることを 目的とする。 

第 3 条 不会はその目的を 達成するために 次の事業を行な       

1 . 欧文言志の干 14 千 

2, 大会の開 7t ま @@ 

3. その他不会の 目的達成に必要な 事業 

第 4 条 不会の会員は 正会員、 学生会員、 賛助会員の 3 通りとする。 

    正会員および 学生会員は本会の 趣旨に賛同し、 所定の手続を 経て、 通常会費を納 

めたもので、 欧文誌などの 刊行物の配布を ぅ ける。 また、 大会での研究発表の 中 

し 込みをすることができ、 総会の議事に 参加することができる。 

2. 賛助会員は本会の 趣旨に賛同し、 木会の承認、 を ぅけ 、 所定の賛助会費を 納めた 個 

人または法人で、 欧文誌などの 刊行物の配布を ぅ ける。 

第 5 条 不会には次の 役員をおく。 

会長 1 名・運営委員若干 名 ・幹事若干 名 いち幹事長 1 名 )   欧文詩編集委員若干 名 

( う ち編集主幹 1 名 ) . 会計監査 2 名 

1 . 会長は木会を 代表し、 会務を統べる。 任期は 2 年とし、 連続 3 期を つ とめること 

はできない。 

2. 会長および運営委員は 運営委員会を 構成し、 木会の要務を 審議し会の運営にあ た 

る 。 

運営委員会は 会長・ 3 名以上の運営委員・ 30 名以上の正会員あ るいは学生会員の 

いずれかの要請に よ り開かれる。 

運営委員の任期は 2 年とし連続 3 期をつとめることはできない。 会長が不測の 事 

故などに よ りその任務を 遂行できなくなった 時は、 運営委員会の 議を経て会長代 

行をおくことができる。 

3. 幹事長および 幹事は会長を 助けて庶務・ 会計などの日常の 会務を処理する。 

4, 会計監査は双年度の 決算を監査する。 

    欧文誌の編集主幹および 編集委員は編集委員会を 構成し、 編集に関しての 一切の 

責任を負う。 編集主幹および 編集委員の任期は 3 年とする。 
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条 笛 6 木会の会則年度は 1 月 1 日に始まり同年の 12 月 31 日に終る。 
第 7 条 不会は原則として 年 1 回定時総会を 開き、 会務を協議し、 議決する。 なお会長が 

必要と認めたときには、 臨時総会を開くことができる。 

第 8 条 茶会は定時総会のとき 大会を開き研究発表などを 行う。 大会には大会委員長 1 名 

と大会委員若干 名 をおく。 大会委員長は 会長が委嘱し、 大会委員は大会委員長が 

委嘱する。 

大会の運営は 大会委員長の 責任において 行な う 。 

第 9 条 正会員および 学生会員が会費を 1 年以上滞納したときには 除名することがあ る。 

第 10 条 不 会は地方支部をおくことができる。 

第 ¥m 条 不合の会則の 変更は総会において 協議し、 出席会員の 3 分の 2 以上の同意を 得な 

ければならない。 

寸寸 ⅡⅡⅡⅠ 

第 1 条 不会の事務所は 運営委員会の 議をへて会長が 委嘱する。 

第 2 条 会費は次の通りとする。 

1. 正会員は年額 10,000 円を年度始めに 納入する。 

2. 学生会員は年額 8,000 円を年度始めに 納入する。 

3. 賛助会員の賛助費は 年額 20,000 円以上とする。 

第 3 条 会長および通常委員の 選出方法は次の 通り定める。 

    会長および運営委員 (14 名 ) は、 正会員および 学生会員の投票に よ り選出される。 

その際、 会員はそれぞれ 若干名の候補者を 推薦することができる。 

2. 選挙の管理は 運営委員会が 委嘱した選挙管理委員 (3 名 ) が行な       

第 4 条 幹事長および 幹事は会長が 委嘱し、 運営委員会の 承認を ぅ ける。 

条 集 5 欧文誌の編集主幹は 運営委員会が 委嘱する。 編集委員は 12 名とし、 まず運営委員 
会が 3 名を選び、 残り 9 名は編集主幹が 指名する。 

第 6 条 会計監査は運営委員会の 議を経て会長が 委嘱する。 

条 集 7 本則第 3 条 3 項に定める事業を 行なうために、 委員会を設けることができる。 
委員は会長が 委嘱し、 う ち 1 名を委員長とする。 

条 第 8 運営委員会は 少なくとも 10 年毎に広く会員の 意見を聞き、 本会のあ り方に関して 
根本的な再検討を 加えねばならない。 

条 笛 9 木会則は昭和 47 年 1 月 1 日 よ り施行する。 
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申し合わせ事項 

1. 毎年 1 月 1 日から総会までの 会の運営は会長の 責任による暫定予算によって 執行 

し、 その会計等度の 予算とともに 総会で承認を 受ける。 

2. 日本発生生物学会発足 10 年目の反省に 基づき、 会長 は 、 上記の選出方法によって 

選出された委員以覚に 3 名以内の委員を 別に委嘱することができる。 

Ⅰ寸 言 己 

1 本会則は、 1971 年 8 月 25 日第 4 回総会にて承認。 
      付則の第 1 条、 第 2 条、 第 3 条は昭和 49 年 6 月 22 日、 第 7 回総会に於て 変更した。 

3 : 昭和 51 年 5 月 28 日、 第 9 回総会に於て 前文を追加、 本則第 5 条、 第 m1 条、 付則 第 

3 条を変更した。 

4 : 昭和 57 年 5 月 28 日、 第 15 回総会に於て 付則第 2 条、 第 5 条を変更した。 

5 : 日柄口 62 年 5 月 29 日、 第 20 回総会に於て、 本則第 4 条、 第 9 条、 付則第 2 条、 第 3 

条 、 会長選挙施行み m 則 第 3 条、 運営委員選挙 ネ m 則 第 3 条の学生会員創設および 会 

費の改訂に伴う 変更が承認ほれた。 この改訂は昭和 63 年 1 月 1 日より施行される。 

第 1 条 木 細則は会則に 定められた会長の 選出に関する 手続であ る。 

第 2 条 選挙の施行に 関する一切の 管理は選挙管理委員 ( 委員は委員会を 構成し、 1 名を 

委員長とする ) の責任の下で 行な う 。 

第 3 条 選挙は正会員および 学生会員の単記無記名投票によって 行う。 

    投票用紙は選挙管理委員会所定のものに 限り、 所定の期日までに 到着するよう 郵 

送郵送されなければならない。 

    投票用紙には 被 投票者の姓名を 明記すること。 ただし、 同姓同名の被選挙人が 2 

名もしくはそれ 以上あ る場合は、 住所，所属機関名などを 付記すること。 

第 4 条 第 3 条に従って記載された 投票を有効とする。 ただし、 2 人もしくはそれ 以上記 

名 されたり、 なに人を指すか 判断不可能な 記名があ った場合は無効とする。 その 

他の有効，無効についての 決定は選挙管理委員の 協議によって 行なう。 

第 5 条 第 1 次選挙において 有効投票の過半数を 得たものを当選者とする。 過半数を得た 

ものがないばあ いは得票数の 多いもの 3 名を第 2 次選挙の候補者とする。 ただし、 

上位 3 番目までに同数得票者があ り、 その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 

含めた数が 4 あ るいは、 それを越える 場合には、 これら同数得票者を 第 2 次選挙 

の被選挙人とし、 第 3 条に従って単記無記名投票とする。 

第 6 条 第 2 次選挙において 最多票を得たものを 当選とする。 ただし、 最多得票数が 2 名 

もしくはそれ 以上あ る場合は管理委員の 抽選によって 当選者を決定する。 
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第 7 条 選挙の結果はただちに 会長に報告され、 当選者への通知は 選挙管理委員名で 行わ 

れる。 

第 i 条 本 細則は、 会則に定められた 運営委員の選出に 関する手続であ る。 

条 第 2 ( 会長の場合と 同じ一一省略 ) 

第 3 条 選挙は正会員および 学生会員の 14 名連記無記名投票によって 行なわれる。 

    投票用紙は選挙管理委員会が 定めたものに 限り所定の期日まで 到着する 2 3 郵送 

されなければならない。 

2. 投票は 14 名連記とし、 被 投票者の姓名を 明記すること、 ただし、 同姓同名の被 選 

挙人が 2 人もしくはそれ 以上あ る場合は、 住所・所属機関などを 付記すること。 

第 4 条 第 3 条に従って記載された 投票を有効とする。 その他の有効・ 無効についての 決 

定は選挙管理委員の 協議によって 行なう。 

第 5 条 当選者は得票数の 多いもの 14 名とする。 ただし、 得票数で上位 14 番目までに同数 

得票者があ り、 その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 含めた数が 15 あ るいは 

それを越える 場合は下位の 同数得票数について 選挙管理委員の 抽選に よ り当選者 

を 決定する。 

第 6 条 会長が運営委員 よ り選ばれた場合は 次点者をくりあ げる。 

第 7 条 ( 会長の場合と 同じ一一省略 ) 
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-f@. 
笘 口貝 

く 員ノ 
異 

( 所属 )   
寺岡 宝樹 酪農学園大学獣医学部 〒 228 相模原市北里 

毒性学教室 1 一 15 一 1 

研究者のニーズにハートで 応、 える ㈱池田 

" 細胞分別 " ナイロンメッシュ 

生物学・生態学洋書のことならバリーン 

先端テクノロジーをサポートする 

@ リックス研究所 

明治乳業㈱ヘルスサイェンス 研究所 

試薬及び理化学機器販売の 

技術と信頼でライフサイエンスの 明日を担う 

く会員資格変更 ノ 学生 づ 一般 

横内 裕二 名古屋大学理学部生命理学研究科   

渡部 美穂 中外製薬㈱ 

水野 恭 神 国立精神・神経センター 神経研究所診断研究部 

m 本 草 熊本大学理学部生物科学科分子生物講座 

粂 昭苑 科学技術振興事業団御子 柴 プロジェクト 

伊藤今日子 m 之内 製薬㈱ 

田原 浩昭 国立遺伝学研究所遺伝子回路研究室 

安尾 仁良 Deve@opmnenta@ Biology,Inst.of  Marseil@e 

く 退会 ノ 

腰原 英利 

動 

( ①テーマ、 ②材料 ) 

①脊椎動物の 器官発生と催奇形性 

② zebra danio 、 ニワトリ 

〒 101 

〒 113 

〒 210 

〒 569 

〒 113 

〒 292 

〒 194 

〒 250 

〒 463 

〒 606 

千代田区鍛冶町 1 一 8 一 6 神田 K  S  ビル 

T  E  L  03 一 5256 一 1051 

文京区本郷 5 一 13 一 1 ドエル本郷 205 

T  E  L  03 一 3813 一 1073 

川崎市幸区塚越 2 一 260 

T  E  L  044 一 533 一 0470 

高槻市柴灯 1 一 1 

T  E  L  0726 一 81 一 9750 

文京区本郷 2 一 17 一 8 鈴木ビル 

T  E  L  03 一 3814 一 2066 

千葉県木更津市天部 1532 一 3 

T  E  L  0438 一 52 一 3951 

町田市南大谷 11 

T  E  し 0427 一 24 一 6226 

小田原市成田 540 

T  E  L  0465 一 37 一 3661 

名古屋市守山図九脚 2 一 107 

T  E  L  052 一 798 一 6151 

京都市左京区北白川 l 面伊織 町 25 

T  E  L  075 一 7212 一 0491 

〒 4 目 一   1  名古屋市千種区不老町 

〒 412  御殿場市胸間 1 一 135 

〒Ⅰ 87  小平市小川 l 東町 4 一 1 一 1 

〒 860  熊本市黒髪 2 一 39 一 1 

〒 153  目黒区下目黒 2 一 9 一 3 

〒 174  板橋区小豆 沢 1 一 1 一 8 

〒 411  三島市谷田 1111 

Campu    deLumniny,Caseg07,F-13288 

Marsell@e  Cedexg. France 
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本 生 入 て 

同封の「申し 込み 票 」および「会員 ヵ一ド 」に必要事項を 御記人の上、 日本学会事務センター 宛お 届け下さ 

レ   0 

ご 参考までに学会事業の 内容をお知らせ 致します。 

a) 学会誌の刊行 

Development ， Growth@ &@ Dfferentiation 

年 1 巻、 6 冊刊行 

b) 年 1 回、 研究発表のほか、 招待講演、 シンポジウムなどがあ り、 また、 会則に よ る総会が開かれ 

ます。 大会講演要旨 集が 予め全会員に 配布されます。 

c) インフォメーション・サーキ ユラ 一 

大会の予告、 予算案、 決算、 運営委員会の 報告など、 学会の事業の 連絡やその他会員の 消息、 関 

・ 連 学会の動きなどを 登載したサーキュラ ーが 年 3 一 4 回配布されます 

d) 和文単行書の 編集 
学会内の委員会の 企画に ょ り、 単行書を編集し 刊行しています。 会員は ( 刊行後一定期間に 限り ) 

割引価格で購入できます。 既刊 分は 「発生における 制御」「初期発生における %m 胞 」「エ イ ジング 
の生物学」「動物の 器官形成」「受精の 生物学」「変態の 生物学」「発生における 分子識別」です。 

なお、 会費は前納 制 です。 前年度末までに、 次年度の会費をご 納入下さい。 

会費、 発送 物 、 入退会、 住所変更に関する 問い合わせ先は 

〒 113 東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 学会センター C21 

( 財 ) 日本学会事務センタ 一 日本発生生物学会 係 

TE L03 一 5814 一 5810 

学生の方は、 学生 誕の コピーを添付して、 お申込み下さい。 

なお学生資格は、 学部学生、 大学院生、 及び大学、 研究所等で、 学生誕あ るいはそれに 準ずる証明書を 有 

する学生、 研究生等です。 

--------------------v--mn--n. 切 り 取 り 線   --n--vv--n--v----nmm 

本 発生生 (  年 月 日 ) 

氏名 
氏名ローマ字綴り 
( フル・ネーム ) 

研究主題 ( もしくは関心のあ るテーマ ) 

研究材料名 ( オロ 名 ・学名など ) 

会への要望 
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( ファックス ) 
e メールアドレス 

上記以外に連絡を 希望される場合の 連絡場所 
( 自宅の場合は 自と記入のこと ) 
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(1) 会員カードの 記入要領 

1. 会員カードはすべてコンピュータ 一に記憶させますので 枯書 ではっきり記入して 

下さい。 また指定箇所には、 「フリガナ」または「ローマ 字」で記入して 下さい。 

2 。 氏名は点線の 左側に 姓 、 右側に名を記入して 下さい。 

3. 郵便番号は所定の 欄に記入して 下さい。 

4. 所属機関の名称は 原則として、 大学の場合には 学部・学科まで、 会社等の場合に 

は部 ・ 課 までを記入して 下さい。 

5. 学歴は最終卒業学校名、 卒業平 ( 西暦 ) を記入して下さい。 

修士・博士課程在学中の 方は研究科、 課程まで、 学部在学中の 方は在学学校名、 

在学学年を記入して 下さい。 

    性別・専門・ 連絡先 (,= 余話 等 送付売 ) . 会員種別については、 該当するものを 

0 でかこんで下さい。 

    不会の会計年度は、 1 月一 12 月です。 入会年度を所定の 欄に必ず記入して 下さい。 

8. 率 m 口の欄には記入しないで 下さい。 

( Ⅱ ) 会費の送金方法について 

1 , 会員カードを 返送していただいてから 1 か 月以内に請求書を 発行しますので 最寄 

りの郵便局または 銀行 よ りお振り込み 下さい。 

( 注 ) 現住所、 所属機関等、 会員カードの 記載事項に変更があ った場合はただちに、 書 

面でご連絡下さい。 

入会申込書は 必ず ご 返送下さい。 

財団法人 日本学会事務センタ 一 

日本発生生物学会会員 係 

〒 133  東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 

学会センター C  2l 

T  E  L  O3 一 5814 一 5810 
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費 

日本発生生物学会 

会長 岡田 益舌 

近年，ライフサイエンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学に 大きな関心と 注 

目が 払われるようになってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ，日本を主に ，外 

国の発生学者を 混じえて約 1,200 名を結集しております ，発生学は，言うまでもなく 医学‥農学等の 

諸分野とも深い 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題，癌細胞 

の基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学の 大きな関心の 的になっております。 日本発生生物学会 

は ，これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致しております 欧文 

話 "Development, Growth and Differentiation" (DGD) もこの方面の 国際的学術雑誌として 高く 

; 平 7 面されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒，本学 

会趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜りますよう 御願い申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「インフォメーション・サーキュラー」誌上に 特記され， 本 

会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し受け 

ております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 ( 浅島誠 ) 

千 153  東京都目黒区駒場 3 一 8 一 1 

東京大学大学院総合文化研究科生命環境系 ( 生物 ) 

TEL(03)5454-6632( 直通 ) FAX(03)3485-2904   
本 

年 月 日 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

      

住 所 

会社名   

担当者名 
電話番号 

32 



し Ⅹ 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ，さ 

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

会であ り，国内外に 約 1,200 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, G,owth and Differentiation は， 日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回発行し，国内に 約 1,200 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン ・サーキュラ ーを 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 

ご 協力頂きますよ う お願い致します。 

広 料 

DGD 本誌 Ⅰ 頁 年 6 回 

半 頁   78,000 円 

インフオメーション 1 頁 年 3 回 

サ @  キ， L ラ --- 半 頁   

尚 、 サーキュラー 用の版下作製代は 実費を い ただきます。 裏 表紙は 1 頁 10,000 円高となります。 

申し込み 先 : 日本発生生物学会事務局 ( 浅 農試 ) 

竿 153  東京都目黒区駒場 3 一 8 一 1 

東京大学大学院総合文化研究科生命環境系 ( 生物 ) 

TEL   03)5454-6632(ltia)@ FA Ⅹ   03)3485-2904   切 り 取 り 線                                                                                                             

日本発生生物学会 御中 

ロ サーキュラ 一 

所
名
 
ネ
 
]
@
 

住
ム
 五 
担当者名 
電話番号 

⑩ 

33 



      は A れ nlD nstrumen い ・ lnc の登録商標です。 

      : は Mlcro@o け 社の登録商標です。 
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DNA 増幅装置一電気泳動装置、 の し 乾燥処理装置、 データ検出・ 保存・解析に 
至るまで完全システムをご 用意できるのはアト 一だけです。 

タ一Ⅱ」 
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用 試薬 
  

胞 ん 
糸田Ⅱ 包と 数分間混合するだけで ，些細胞をその 機能を損 ぅ ことなく染色 

可能 て     ，細胞の移動や 増殖のモニタ ソンク     に大きな威力を 発揮します。 

足末 "Cr 等を用いて行われていた l,AKc 市川風 の モニタリンクや NK 活 

性の測定が簡便に ， しかも安全に 行 う ことができます。 

ウサギ赤血球を 標識した場合， PKH26 では in vivo でその溶出の 半減 

期が 100 日以上を示し ，長期のモニタソンバが 可能です   

Tumor  LocaIization  0f  PKH26  Labeled 

TILs. 

マウス、 Jl Ⅱ @. ヴ門 ネ @ 時に没 @@%  している， PKH26 で、 
染色した IL-2 姓珂 リンパ球が観察されます・ 

Photo@ Courtesy@ of 

Drs ・ Per@ Basse@ &@ Ron3   d@ H ・ G0   dfarb 

Pittsburgh@ Cancer@ Institute ， Pittsburgh ， PA 
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/ シマミズウドン ゲノ ヒトデ / ウニ / 
ニジマス / ウ ナギノサンシ ヨゥゥオ / 
ガエ ルノトウキョウダルマガ エ ル ノニ 

6 減圧と冷却を 同時に行う C ド m0 口 fpP 型は 、 ジ 
クロロメタン、 ベン せン 等の流出を低く 抑え 

  口一 タリーェバ ホ レータ一の減圧 装 
て 排水基準をクリアできます。 

盟主な仕様 

使用温度範囲 一山 - 十 30 。 ① 
温度調節 器 デジタル温度調節 器 

外形寸法 福田 4X 奥行㎎ 4X 高さ l. 叩 7mm 

有機 媒 の 吸 @ に 
対応した ニ 一 イ ブム / 

口 Ⅰ 

本社 : 〒 田 3 東京都中央区日本橋本町 = 丁目 l 番 6 号 
丁日Ⅰ (03 泊 盤 l-l lf ヨ 
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業の バイオハザード 対応グロースキャ 

ビネット は、 

ョ ントロールシステムで 

持します。 また、 ョ ン 

ターユニットとの 

への空気流による タ 
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解析 
TM 

G 

  

サンフル自動インシ エ クション用トレイ 

本 社 郵 〒 打 9 千葉県浦安市美浜 @9 ヰ   
名古屋 麹 〒 464 愛知県名古屋市千種区池下町 2 目 5   
大 阪 漱 〒 564 大阪府吹田市豊津町 5 円 06@ (389)@ 1201/FAX06@ (389)1206 

福 岡 癬 〒 8l0 福岡県福岡市中央区赤坂 @l6 円 0   
一 39 一 



子、 
  

% 分 
編纂 

め 8% 庖糟選し、 鈎 
い テーマ 奄禰 艶り 

１
 
4
 

o
2
 

@
6
 

3
 
 
へ
く
り
 

 
 

@
@
 

3
g
 

4
/
2
2
 り
 

3
@
 

 
 3
 
 
つ
り
 

@
0
 

集
部
 

売
部
 

編
 



 
 
 
 

 
 み
，
、
 

m
a
 

 
 
 
 

@
  
 

 
  
 魁
 

 
 

 
 m

a
 

 
 

 
 




